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三沢市教育委員会 令和３年度 ２月定例会 

 

  １ 日  時  令和４年２月２２日（火）   １４時００分 開会 

                         １５時３１分 閉会 

   

  ２ 場  所  三沢市役所 別館４階 第 1研修室 

   

  ３ 出席委員 

    教 育 長                 山 内 康 之 

    委   員                 立 花   肇 

    委   員                 本 江   宏 

    委   員                 黒 沢 のぞみ 

    委   員                 松 森 まゆみ 

     

  ４ 出席職員 

    教育部長                  立 崎 裕 輔 

    参事兼教育総務課 課長           岡 部 章 典 

    教育総務課 課長補佐兼施設係長       池 田   修 

    学務課 課長                村 上 輝 仁 

    学務課 課長補佐兼学務係長         浪 岡 さゆり 

    学校教育課 課長              太 田 浩 之 

    学校教育課 課長補佐            江 渡   勇 

    生涯学習課 課長              山 本 京 子 

    生涯学習課 課長補佐兼生涯学習係長     柿 崎 竜 平 

    学校給食センター 所長           海老名 達 郎 

    学校給食センター 所長補佐兼施設係長    宮 古 順 一 

    教育総務課 副参事兼課長補佐（書記）    今 村 多美代 

    教育総務課 教育総務係長          鳴 海   拓 

   

  ５ 傍聴者  ２名 

   

  ６ 議事日程 別紙のとおり 
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【別紙】 

  

 三沢市教育委員会 令和３年度２月定例会 議事日程 

  

  開会 

   

  第１ 会議録署名委員の指名 

   

  第２ 会期の決定 

   

  第３ 前回会議録の承認 

   

  第４ 議事案件 

    議案第２６号 令和４年度教職員人事について 

     

第５ 報告案件 

    報告第１５号 三沢市教育振興基本計画 令和３年度進捗状況について 

     

  第６ その他 

   

  閉会 
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開  会  １４時００分 

  

                   

○開会 

  

■山内教育長 

ただ今から、令和３年度２月定例教育委員会

を開会いたします。 

 それでは、お手元に配付してある議事日程に

より、会議を進めてまいります。 

  

                   

○日程第１ 会議録署名委員の指名 

  

■山内教育長 

 会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、立花委員と黒沢委員を指

名いたします。 

 よろしくお願いいたします。 

  

                   

○日程第２ 会期の決定 

  

■山内教育長 

 会期についてお諮りいたします。 

 会期は、本日２２日の１日でよろしいでしょ

うか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

それでは、本日の１日といたします。 

  

                   

○日程第３ 前回会議録の承認 

  

■山内教育長 

 前回、会議録の承認について、お諮りいたし

ます。 

 前回の会議録は、お手元に配付しております

が、会議録のとおり承認としてよろしいでしょ

うか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、承認といたします。  

  

                   

○日程第４ 議事案件 

  

■山内教育長 

 続いて、議事案件に移ります。 

 議案第２６号 令和４年度教職員人事に

ついての議案は、人事案件でありますので、

先例により非公開として、別室審議といたし

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、議案第２６号は、

非公開として別室審議といたします。 

  

                   

○日程第５ 報告案件 

  

■山内教育長 

 続いて、報告案件に移ります。 

 報告第１５号 三沢市教育振興基本計画 

令和３年度進捗状況についてを議題といたし

ます。 

 事務局より、説明をお願いします。 

  

■教育部長 

 報告第１５号 三沢市教育振興基本計画 

令和３年度進捗状況についてご報告いたしま

す。三沢市教育振興基本計画は、「人との関わ

りを基盤にＭＩＳＡＷＡの今と未来をつくる

人づくり」のスローガンのもと、令和２年度か

ら令和６年度までの５か年計画で各施策を推

進しております。 

今年度は、昨年度に引き続き、新型コロナウ

ィルス感染拡大防止のため、事業の中止や縮小

等もございましたが、適切な感染拡大防止対策

措置を講じながらも、児童生徒を伸ばすための

教育活動や市民に関わる事業を可能な限り実
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施できるよう、学校や関係機関と連携して取り

組んでまいりました。この後、施策目標ごとに、

今年度の主な事業の進捗状況について各担当

課がご説明いたします。 

なお、市民スポーツ課所管分につきましては、

資料をご覧いただき、質問がございましたら、

確認のうえ後日回答させていただきますので、

ご了承願います。 

私からは、以上でございます。 

 

■学校教育課長 

 報告第１５号 三沢市教育振興基本計画 

令和３年度進捗状況について、お手元の資料の

１ページをご覧ください。 

政策目標１「知・徳・体の調和のとれた生き

る力の育成」重点施策（１）確かな学力・豊か

な人間性・健康な体の育成については、①学力

知能検査事業、②総合的学習推進事業、③校外

体験事業、読書充実事業等を実施してまいりま

した。その中で、児童生徒一人一人の学力及び

知性特性に合わせた指導、国際理解教育、ゆめ

チャレ教室、校外体験学習、また学校司書と図

書管理システムを活用した読書記録の作成等

を行い、調和のとれた児童生徒の育成と学力向

上が図られました。学力向上の結果の一つとし

て、対象を小学校５年生、中学校２年生とした

県学習状況調査で、県平均を１００としたとき

の三沢市の状況をグラフに示しましたのでご

覧ください。令和２年度は中止となりましたが、

平成２５年度から徐々に伸びて、令和３年度は

１０３．６となっており、ここ４回は県通過率

を超えた状態をキープできています。 

２ページをお開きください。重点施策（２）

教職員の資質向上については、学校訪問や教員

を対象とした各種研修会を実施しました。①の

学校訪問事業の指導主事派遣回数ですが、私た

ちがお願いして学校を訪問する計画訪問のほ

かに、学校が主体的に指導主事派遣を要望して

実施する要請訪問が例年よりも倍増しました。

学習指導要領の全面実施を受け、「主体的・対

話的で深い学び」の視点での授業改善を図り、

教員の授業力と実践力向上の一助になったと

捉えています。その他、沢山の研修について、

掲載しましたので、後程ご覧ください。 

５ページをお開きください。重点施策（３）

特別支援教育の充実については、①教育支援委

員会事業、②中学校における訪問型通級指導、

③幼稚園等訪問事業を行いました。６ページい

ちばん下の③幼稚園等訪問事業をご覧くださ

い。この事業は平成３０年度から開始しました

が、令和２年度から子育て支援課及び健康推進

課と連携して訪問するようになり、年度ごと２

０回の訪問をキープできています。訪問では、

特別な配慮を必要としている幼児の把握及び、

関係職員に対する配慮・支援に関する情報提

供・助言を行いました。また、教育支援を申し

込んだ幼稚園等に対し、小学校入学までに、配

慮・支援、留意することなどを情報提供しまし

た。 

７ページをご覧ください。政策目標２「グロ

ーバルなコミュニケーション能力を育む英語

教育の充実」重点施策（４）英語によるコミュ

ニケーション能力の育成については、外国語指

導助手、続いて８ページになりますが、英語指

導助手派遣事業、またイングリッシュキャンプ

やイングリッシュデイを実施してまいりまし

た。 

また次の重点施策（５）異なった文化や習慣

をもつ人々との交流事業については、外国人講

師派遣事業、日米交流学習事業、日米総合子供

会活動の推進等、新型コロナウイルス感染症の

影響で条件が整わない中、規模縮小や開催場所

変更等、様々な工夫と対策をして実施し、その

内容については、これまで、その都度説明して

まいりました。英語教育や異文化交流に関する

様々な取組の結果として、例年「英検３級以上

取得率」をグラフにして示しているのですが、

新型コロナウイルス感染症の影響で令和２年
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度は国・県の調査は中止、３年度も結果は未公

表となっております。三沢市の結果については

現在、各学校に集計結果の照会をしているとこ

ろですので、結果がわかり次第お知らせいたし

ます。 

 続いて、１０ページをお開きください。政策

目標３「いじめ・不登校等のない学校を目指し

た体制づくり」重点施策（６）いじめ・不登校

等へ対応する教育相談体制の充実については、

①心の教室相談員設置事業、②教育相談室設置

事業、③適応指導教室設置事業、④スクールソ

ーシャルワーカー派遣事業を実施してまいり

ました。特に①の心の教室相談員設置事業では、

児童生徒の悩み相談に対応することを主とし

て中学校４校、小学校２校に、計６名を配置し

ています。様々な不安や問題の解消を求める児

童生徒への相談・助言を行い、不登校やひきこ

もり等の解消や未然防止のために取り組んで

います。令和３年度は１２月末現在で１，８５

０件の相談があり、児童生徒の悩みにきめ細か

に対応できております。 

 重点施策（７）人との関わりを身に付ける取

組の推進については、いじめ・不登校未然防止

活動としてこどもいじめなくし隊活動及び情

報モラル指導を行っています。いじめなくし隊

活動発表会については、本来であれば各校から

３名程度が集まっての発表でしたが、今年度は

４校の発表内容を録画し、マックテレビで３月

５日１３時に放映する予定となっております。 

 以上でございます。 

 

■生涯学習課長 

 それでは、１３ページをお開きください。政

策目標４「いつでも、どこでも、誰でも学べる

機会の充実」重点施策（８）生涯学習の機会の

充実についてご説明いたします。①生涯学習の

まちづくり推進事業の㋐指導者派遣事業は、地

域内での教えあい、学びあいを促進するための

指導者登録を推進し、趣味・趣向にも対応した

テーマの講師・指導者等の派遣・開催に努めま

した。今年度は、指導登録数は５６、開催回数

は６回、参加者数は７５人でした。㋑ブックス

タート事業は、読書活動推進のスタートとして、

４か月健診時に、絵本の無料配布をしておりま

す。令和２年度より、図書館職員とボランティ

アによる絵本の読み聞かせは、新型コロナウイ

ルス感染防止のため中止とし、配布のみ行い今

年度の配付冊数は、２２３冊となっております。

②社会教育活動推進補助は、社会教育関係団体

等に補助金を交付して社会教育活動の推進を

図っております。補助団体は連合婦人会、子ど

も会育成協議会、連合ＰＴＡ、少年少女発明ク

ラブとなっております。 

１５ページをお開きください。重点施策（９）

社会教育施設の活用については、①図書館運営

事業、②公民館等運営事業、③団体活動センタ

ー管理事業、④大空ひろば管理事業の指定管理

事業となります。 

１８ページをお開きください。政策目標５ 

「学校・家庭・地域の連携と協働の充実」重点

施策（１０）学校・家庭・地域コミュニティの

連携・強化の①地域学校協働本部事業は、地域

住民等の参画により、地域と学校が連携・協働

しながら地域全体で子どもの成長を支えるこ

とを目的に行っております。各校に地域コーデ

ィネーターを配置し、質を高めるための研修や

理解促進活動に努めました。令和３年度は、延

べ日数２，７９４日、延べ参加者数７，５１１

人となっております。②家庭教育学級運営事業

は、親同士が子供の成長や将来について考え、

子育ての悩みや親としての関わりなどを話し

合い、一緒に学んでいく場を提供しております。

令和３年度開催校は、古間木小学校２日、三沢

小学校１日、三川目小学校１日、堀口中学校１

日で参加者数は、１７０人でした。③おたすけ

塾・わくわくサマーゼミナール事業は、㋐おた

すけ塾が見直しになっておりますが、小中学生

の家庭教育支援として、長期休み課題を支援し、
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学習意欲の向上に努めましたが、その一方で、

実質的に対象区域が限られ、コロナ禍にあるこ

とからも事業効率の向上を図る必要があると

考え、今後は地域学校協働活動と併せて見直し

を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

■学校教育課長 

 ㋑のわくわくサマーゼミナールについては、

三沢市立図書館と県立三沢航空科学館と連携

し、市内小学生を対象に調べ学習や自由研究の

進め方を学ぶ機会を提供し、自ら問いを立て、

主体的に問題解決に取り組み、新たな価値を見

いだすことができる子供の育成を目的として

実施し、今年度は３３人の参加となり増加しま

した。 

以上でございます。 

 

■生涯学習課長 

 １９ページをお開きください。④ゴミ出し・

回覧板推進活動は、コロナ禍にあり、子どもの

地域における役割もデリケートな対応が迫ら

れております。本項目にあるゴミ出し、回覧板

推進等の活動は、学校・家庭・地域のつながり

の強化への取組みでありますが、少なからず人

との接触が考慮されるため、新型コロナ収束ま

で本活動の実施は困難であると考えておりま

す。このため、事業実施は新型コロナ収束まで

の期間は実施せず、他の手法を地域学校協働本

部、学校運営協議会等と模索してまいりたいと

考えており、見直しとさせていただきました。 

２０ページをお開きください。政策目標６ 

「生き抜く力を育む、キャリア教育支援の充実」

重点施策（１１）キャリア教育支援体制の整

備・充実の①社会教育を核とする地域ネットワ

ークの構築及び②教育支援プラットフォーム

事業は、地域全体で子どもたちの学びや成長を

支えるキャリア教育を行うため、学校と地域産

業のネットワークを構築するため、企業訪問等

を行ってきましたが、これまでの活動で、キャ

リア教育のネットワークが構築され、産業・経

済界の企業主体で多く実施されてきているこ

とから、今後は企業と学校の協働を支援するこ

とを目的とし、見直ししてまいりたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

 

■学校教育課長 

 続いて③ゆめ実現推進事業の欄をご覧くだ

さい。三沢市公会堂において全小学校６年生を

対象に市内外の職業従事者からの講話を実施

しました。参加児童の感想には、仕事への興

味・関心の高まり、仕事を続けていく上での厳

しさ、ゆめ実現へ向けて努力すべきことなどが

あり、児童の勤労観・職業観を醸成する一助と

なりました。令和２年度から実施方法をパネル

ディスカッション形式に変更するとともに、事

業アンケートも見直し、児童の満足度としまし

た。その結果は２１ページの表の右下のとおり

で、今年度は１００パーセントとなりました。 

以上でございます。 

 

■生涯学習課長 

 ２２ページをお開きください。政策目標７ 

「ふるさとの文化継承と地域発信ができる文

化活動」重点施策（１２）文化財の保護・保存

と公開・活用の①文化財保存活用事業は、㋐考

古資料及び小川原湖民俗博物館旧蔵資料の環

境整備事業と、この資料を用いて実施する㋑文

化財講座事業については、令和元年度から３年

度までは未実施となっております。②遺跡発掘

調査事業は、各種の開発行為等に伴い発掘調査

を実施しました。令和３年度は、早稲田（１）

貝塚･野口貝塚の出土品等整理が９年目を迎え、

平畑（３）遺跡の記録保存調査が５年目を迎え

ております。③歴史民俗資料館運営事業は、昨

年度開催し好評だった「モノが語る戦争」展を

期間延長し、集客に努めましたが、令和３年度
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は、昨年度と同様に新型コロナウイルス感染防

止のための休館期間が影響し、入館者数が減る

見込みです。 

重点施策（１３）伝統芸能・技術の継承の①

民俗芸能保存会連絡協議会補助は、保存会１０

団体が加入しており、後継者の育成、無形民俗

文化財の保存のための活動に努めました。令和

３年度補助金は６０万円でした。②発表機会の

充実は、本市民をはじめ多くの方に地域を代表

する民俗芸能に触れる機会を提供したいと思

っておりましたが、今回もコロナ感染症のため

に発表会や公演会は、ことごとく中止となって

おりました。㋑伝承貢献者表彰は、幼少期から

大人に交じって民俗芸能の保存・伝承に長年貢

献してきた高校生以下を対象に、その活動に対

し感謝状の授与を行っておりますが、残念なが

ら今年度対象者はございませんでした。 

重点施策（１４）市民による文化活動の振興

のための①文化協会補助については、令和３年

度補助金額は１４３万円交付しております。②

文化活動派遣費補助は、市内児童生徒が、県大

会及び東北大会等の大会等に出場する際の、派

遣に係る経費に対する補助で、交通費・宿泊

料・参加料については５割、楽器等の運搬費は

８割の補助としています。今年度は、２件、２

１万２千円を補助しました。③文化賞等及び少

年少女文化優秀賞等表彰の㋐文化賞等表彰は、

今年度は、文化功労賞は３人、㋑少年少女文化

優秀賞等表彰は、文化優秀賞は３４人、文化奨

励賞は４８人、合計で８２人の表彰を行ってお

ります。 

以上でございます。 

 

■学校教育課長 

 ２６ページをご覧ください。政策目標８ 

「豊かなスポーツライフを実現する環境づく

り」重点施策（１５）スポーツ活動の推進と環

境の整備については、学校教育課に関するとこ

ろで、いちばん下の③運動部活動指導員配置事

業について説明します。令和元年度より、教職

員が生徒と向き合う時間や教材研究等の時間

を確保することを目的として、今年度は希望し

た市内中学校４校に計６名の部活動指導員を

配置しました。部活動指導員を配置されている

顧問にアンケートを採ったところ、「部活動の

指導に携わる時間が減少したか」「部活動指導

に関する心的負担が軽減されたか」の問いに対

し、全顧問が肯定的な回答をしています。 

続いて重点施策（１６）各種スポーツ大会参

加への支援についても、学校教育課に関すると

ころで、２７ページのいちばん下の③三沢市中

学校体育連盟連絡協議会選手出場補助につい

て説明します。例年、生徒輸送のためのバス借

り上げ料補助金として中体連夏季大会に１５

０万円、新人大会に１１０万円の補助金を交付

していましたが、今年度は新人大会が中止とな

ったため、夏季大会のみ１５０万円の補助とな

りました。夏季大会参加は、生徒たちの部活動

に対する意欲付けの一つとなっています。 

 続いて２８ページをご覧ください。 

政策目標９ 「健康で依存に負けない習慣づく

り」重点施策（１７）習慣は第二の天性推進事

業については、①「眠育・食育のススメ」推進

事業、②生き活き健康講話事業、③健康教育研

究発表会事業、④性教育・薬物乱用防止教育推

進事業を実施してまいりました。特に①の「眠

育・食育のススメ」推進事業に関して、昨年度

から市内の全小中学校で「眠育」に取り組んで

います。２８ページの上の表のとおり、「三沢

市版すいみんログ」を通して、市内児童生徒の

１日の睡眠時間とメディア利用時間を明らか

にでき、学校保健委員会等を活用した生活習慣

指導の一助となりました。 

以上でございます。 

 

■学務課長 

 続いて、３０ページをお開きください。重点

施策（１８）児童生徒の健康の保持・増進の①
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児童生徒の健康診断の実施は、市内小中学校に

おいて、児童生徒に対し、毎年４月から６月の

時期に年１回、健康診断を実施し、健康の保持

増進を図っております。これは学校保健安全法

に基づいたもので、以下の健診内容となってお

り、継続としております。②フッ素洗口事業は、

三沢市独自の取り組みとして、「お口の健康か

ら、からだの健康へ」を目指して、児童生徒の

むし歯予防対策の一環として、平成１２年度か

ら市内の小中学校の希望者を対象に行ってお

ります。殆どが希望しており、実施については、

１００パーセントに近い数字であり、一定の効

果があったと考えております。 

 以上でございます。 

 

■学校給食センター所長 

 ３１ページをご覧ください。③食育の推進で

ございます。生涯を通して、健康で豊かな生活

を送るために出前事業、学校訪問、バイキング

給食、がんばるメニューを行っております。㋐

の出前授業は、今年度小学校は６９回、中学校

は１９回実施しました。㋑の学校訪問は、小学

校７回、中学校５回実施しました。㋒のバイキ

ング給食は、新型コロナウイルス感染症の影響

から、令和２年度から実施しておりません。㋓

のがんばるメニューは、１２月末現在で２回実

施しております。④アレルギー対策の推進は、

新１年生を対象にした食物アレルギー保有者

の調査を各小学校保護者宛に実施しました。代

替食の提供は、個別包装にある、乳・卵が含ま

れるデザートのみ実施いたしました。その他ア

レルギー付き献立表により情報を提供し、未然

事故防止に努めました。 

 以上でございます。 

 

■教育総務課長 

 ３２ページをお開きください。政策目標１０

「安全・安心で、質の高い教育環境の充実」重

点施策（１９）安全・安心で快適な教育環境の

確保の①施設長寿命化対策等の推進について

ご説明いたします。例年、暖房機械清掃点検を

年１回、消防設備保守点検を年２回、昇降機保

守点検を年４回行っており、そこで指摘された

設備等の修繕を今後も引き続き行うとともに、

学校施設の計画的な改修、予防保全を行うため

の調査を実施し、長寿命化対策の推進を図りた

いと考えております。令和３年度の長寿命化改

良事業の計画については、小学校３校、中学校

２校の躯体調査を実施しています。学校施設の

点検改善数については、上の表のとおりとなっ

ております。また、参考までに１２月末現在ま

での学校施設における修繕事業及び改修事業

の件数並びに金額を記載しておりますので、後

程ご覧ください。 

以上でございます。 

 

■学務課長 

 重点施策（２０）教育費負担軽減などによる

学習機会の確保の①要保護・準要保護学用品費

等援助費は、経済的理由によって就学困難と認

められる児童生徒の保護者に対して、就学援助

費を支給しております。学務課では、準要保護

の児童生徒を対象に行っております。また、今

年度は学校給食費援助費の審査基準を改め、更

なる就学援助の拡大を図りました。②特別支援

教育就学奨励費は、特別支援学級に在籍する児

童生徒の保護者の経済的な負担を軽減するた

め、希望する保護者に対して就学奨励費を交付

しております。 

 以上でございます。 

 

■教育総務課長 

 続いて、③奨学資金制度の活用についてご説

明いたします。資料は３４ページとなります。

奨学金の貸付については、高校等が月額１万円、

大学等が月額３万円を、経済的理由により修学

が困難と認められるものに対し行っており、令

和３年度については２５名の学生が利用して
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おります。また、前年度も行っておりましたが、

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う支援

対策として、３万円の増額を、希望する奨学生

に対し貸付を行っており、実績としては希望者

５名、金額にして１８０万円の増額を予定して

おります。 

次に、重点施策の（２１）確かな学力の育成

のための教材整備についてご説明いたします。 

①ＩＣＴ環境整備の推進についてですが、国の

「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計

画、いわゆる「ＧＩＧＡスクール構想」で掲げ

られた整備目標を達成するため、令和２年度に

前倒しされた国の補助金を活用し、校内無線Ｌ

ＡＮ、学習タブレット、大型提示装置の整備が

完了しております。今後は、児童、生徒の情報

活用能力の向上を図るため、ＩＣＴ支援員の増

員や校務支援システムの整備に向け、事業を継

続していく必要があると考えます。②の学校教

材の充実ですが、小中学校図書の充足率につい

ては、年々増加傾向で、令和３年度については

１２月末現在で１１０．８％となっております。

ただし、まだ１００％に満たない学校もあるこ

とから、今後も児童生徒の情報の収集・選択・

活用能力の育成を図るため、計画的・継続的に

整備をしていく必要があると考えております。

教材備品としては、令和３年度は、毎年購入し

ている理科備品を購入いたしましたが、学校側

の希望するものはすべて購入できている状況

です。 

以上でございます。 

 

■学務課長 

 重点施策（２２）教育力向上のための人的支

援の①学校教育支援員設置事業は、学校教育支

援員を児童生徒への支援、教師への支援、学校

全体への支援を目的とし、市内小中学校へ、６

０人配置しております。県内でも児童生徒数の

割合においては、非常に高い人数の配置となっ

ております。②学校司書派遣事業は、市内小中

学校の学校図書館運営の改善及び向上を図る

ために、学校司書を派遣、３人配置し、一人当

たり４校巡回し、学校図書館の発展のために寄

与しております。 

 以上でございます。 

 

■山内教育長 

 駆け足で、説明していただきましたが、ただ

今の報告に対し、委員の皆様から、ご質問等が

ございますか。 

 

■黒沢委員 

 ２９ページの④の性教育・薬物乱用防止教育

推進事業ですが、性教育年間指導計画の見直し

と修正についての協議を行ったとありますが、

その中に性暴力についての内容があるのか知

りたいのですが、教職員等による性暴力の禁止

の法律等については、制定されていますが、子

供たちの場合、特に性暴力についてどのような

ものか、理解しないままでは、成長の段階で心

と体が病んでしまうのではないか。性教育と同

時に性暴力についてもお伝えする必要がある

のではないかと少し思っているところもあり

ます。その様なことに関して、令和３年度の見

直し若しくは計画の中でどのようにお考えに

なっておられるのかお聞きしたいと思います。 

 

■学校教育課長 

 性教育については、全５回の養護教諭部会、

全２回の保健主事部会で、小中９年間の年間指

導計画の見直しを図っております。三沢市でも

以前に作ったことがありますが、時代に合わせ

て指導を見直すことをしておりました。性暴力

に関しては、９年間の中で扱うべき内容か、発

達の度合いによって大分変わってきますので、 

暴力については、まだ取り入れていない状況で

す。その前にまずは、性的な知識や仕組みの事

を取り上げ、小学校１年生から、徐々にやって

おります。ただ、今後デートＤＶの事など、様々
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なことがでてきますので、中学校３年生に向け

て、検討していかなければならないのかなと思

っております。養護教諭さんたちと相談しなが

ら必要であれば、見直しをかけて、加えていき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

 

■本江委員 

 ３ページと４ページになります。研修主任研

修会についてですが、昔は、ミドルリーダーと

いう言い方があったと思います。その研修につ

いては、各学校から一人ずつ研修会に参加し、

それを各学校に持ち帰り、学校の中で、主任の

先生方が、それぞれのリーダーとして、どの様

に手助けをし、どういう役割になっているのか。

例えば教務主任研修であれば、どの様に研修に

反映されているのか、伺いたいと思います。 

 

■学校教育課長 

 ミドルリーダーとなりますと、三沢市の計画

では３ページ④の研修主任研修会及び４ペー

ジの⑤教務主任研修会が、ミドルリーダーとし

ての研修会の位置付けと考えております。各学

校で、校内研修を行っていて、そのリーダーが

研修主任となります。市の研修会開催後に校内

研修及び校内研究の活性化を図っていくため

のリーダーとなっており、主体的、対話的、深

い学びの授業を行うための授業改善の推進役

となります。各学校でテーマを持ち、どの様に

して授業を改善していくのか、リーダーとして

動いておりまして、私どもも学校訪問でみてお

りますと、主任さん方が活躍して全体を引っ張

っていると感じております。そのようなことが、

学習状況の県平均１００パーセント越えに繋

がっているのかなと思います。 

また、⑤の教務主任研修会は、夏休みに計画

していますが、学校の計画を立てるのが教務主

任でありまして、教育課程の届出書というもの

がありますが、次年度にどのように学校運営を

行っていけば良いか、各教科、総合、特活、道

徳等の主な計画を作るのがミドルリーダーと

なります。各学校の先生方の意見を集約し、ど

の様に子供たちを延ばしていけば良いのか、計

画を作成し、学校教育課へ提出することになっ

ておりました。 

 以上でございます。 

 

■松森委員 

 １ページ④の市教育振興会補助金及び各種

連携事業については、コロナ感染防止のため、

単に中止とするのではなく、工夫を凝らした事

業を実施していただいて有難いと思っており

ます。特に小学校陸上競技大会については、各

学校での開催となりましたが、タイムや記録に

応じた市レベルとしての順位一覧を貰いまし

たが、大変参考になり、細かい部分まで配慮を

していただきました。 

 １４ページ②社会教育活動推進補助金のジ

ュニアリーダーの育成とありますが、このジュ

ニアリーダーというのは、対象が中学生なのか、

それとも高校生なのか、また役割としてはどの

ようなものがあるのか、質問したいと思います。 

 

■生涯学習課 

 ジュニアリーダーは、小中学生を対象として

おります。この事業に参加したお子さんが、次

に入ってきたお子さんをジュニアリーダーに

導くというような、子供たちの輪の中で、リー

ダーを育成していく事業であると聞いており

ます。 

 以上でございます。 

 

■立花委員 

 全体的に色々な事業に取り組んでいますが、

新型コロナ感染症の影響で中止になったり、縮

小したりご苦労されていると思います。しかし

おそらく、近い将来には、徐々に収束していく

と考え、根気よく事業計画をきちんと立ててい



- 11 - 

 

っていただきたいと思います。 

１６ページ③団体活動センター管理事業に

ついては、廃校になった校舎なので、それぞれ

の施設や設備が、老朽化してきていますが、安

全上問題がないのか、確認したいです。 

 

■生涯学習課長 

 安全上どうなのかという、ご質問ですが、根

井団体活動センター及び谷地頭団体活動セン

ターは、もう既に市の公共施設管理計画におい

て、老朽化のため、廃止が決まっており、施設

を壊す予定です。今現在は、倉庫等に使用し、

普段人の出入りはしておりません。ほかの団体

活動センターにつきましては、使用される部分

に関しては安全を確認し、修復しながら使用し

ていきます。 

 以上でございます。 

 

■立花委員 

 壊す予定とのことですが、それまでの間の巡

回は教育委員会が行うのですか。 

 

■生涯学習課長 

 あくまで、所管は生涯学習課ですので、春夏

秋冬と生涯学習課で管理・監督しております。 

 以上でございます。 

 

■黒沢委員 

 １８、１９ページについては、学校・家庭・

地域の連携事業がそれぞれ見直しとなってお

りますが、地域の形は、時代とともに変わりま

すので、そのように時代の状況や地域の状況に

合わせて見直しが行われるのは大変良いこと

だと思います。地域の持てる力は、人口減少が

進んでしまうと弱くなったり、偏ってしまった

りしますので、それぞれの地域や学校に業務を

移管するとなったとしても、そのような偏りが

ないように相談を受けられる体制やサポート

をしてくださるとか、例えば講師の派遣につい

ても相談を受けるなど、移管した後もサポート

して貰えるような体制で取り組んでいただき

たいと思います。 

今後も、状況に応じて見直しを図りながら、

活動が充実されたものであることを願ってお

ります。今後もよろしくお願いします。 

 

■山内教育長 

 その他、ご質問等ございませんか。 

 （「なし。」と声あり） 

 ないようですので、報告第１５号 三沢市教

育振興基本計画令和３年度進捗状況について

の報告は、終わりといたします。 

 

                   

○日程第６ その他 

  

■山内教育長 

 続いて、その他に移ります。 

 委員の皆様にお知らせする事項をお手元に

配付しておりますので、説明をお願いします。 

  

■教育総務課長 

 それでは、教育総務課からその他の報告事項

についてご説明いたします。 

最初に、資料の訂正がございます。令和３年

となっておりますが、令和４年の誤りですので、

申し訳ございませんが、訂正をお願いします。 

それでは、令和４年三沢市議会第１回定例会

の日程についてです。招集告示は２月２４日木

曜日、議会開会が３月７日月曜日、一般質問が

３月１０日木曜日と１１日金曜日、特別委員会

が３月１５日火曜日、１６日水曜日、今回は通

常の予算・条例等審査のほか、令和４年度の予

算審査がございます。そして閉会が３月１８日

金曜日、以上の日程で行われる予定であります。 

２点目は、感染症対策用品の寄附についてで

すが、三沢市防災協会より市内小中学校におけ

る新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
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を図ることを目的に、ＣＯ２モニター「ピピっ

と換気君」１５台を、２月９日水曜日に寄贈し

ていただきました。これは、十分な換気がなさ

れていない場合にアラームが鳴るもので、各学

校へ配布済であります。別添資料にパンフレッ

トを添付しておりますので、後でご覧ください。 

２ページ目をご覧ください。３点目の小中学

校用ＰＣＲ検査用キット購入事業についてご

説明いたします。目的ですが、新型コロナウイ

ルス感染症が全国的に猛威を振るっている中、

当市において、特に、ここ１～２週間で学校に

おいての感染拡大が顕著となっており、児童生

徒の安全・安心の確保や、保護者の不安解消等、

早急な対応が求められていることから、感染の

早期発見や拡大防止、そして不安解消を目的に、

ＰＣＲ検査キットを配布できる体制を確立す

るため購入するものであります。対象者は、小

中学校の児童生徒及び教職員等３，４３２人全

員をカバーできる個数の３，５００人分を購入

対象としております。予算額は７０８万７千５

００円で、県の補助金７００万円を充当し購入

する予定で、すでに専決処分にて予算を確保し、

発注手続きに入っております。現在市教委で考

えている使用方法等ですが、各学校で対象者分

を保管し、感染拡大の恐れがある事例において、

保健所からの濃厚接触者指定や念のため検査

指定者以外の児童生徒等で不安解消などによ

り検査を希望する場合、学校の判断により検査

キットを配布いたします。受け渡し場所につい

ては学校とし、保護者等に取りに来ていただく

形をとりたいと考えております。回数制限は特

に設けず、必要に応じ１人何回でも使用可とい

たします。 

教育総務課からは以上でございます。  

 

■学校教育課長 

 学校教育課からは、令和４年度青森県立高等

学校入学者選抜の日程変更です。最後のページ

の資料をご覧ください。新型コロナウイルス感

染症の感染状況を踏まえ、受験生の受験機会を

確保する観点から、下記のように変更になって

おります。下線部が変更点ですが、入学者選抜

追検査の実施が３月１４日から１６日に変更

になりました。意味を考えてみますと、オミク

ロン株は、７日間程待機しなければなりません

のでそれを考慮しての変更ではないかと思っ

ております。合格者発表が３月１６日から１８

日に変更となりますが、例年中学校の卒業式の

次の日が合格発表でしたが、学校と相談し、卒

業式の日程は変更せず、１５日に行うことにな

っております。再募集入学願書等提出が３月１

８から２２日に変更、再募集学力検査等が３月

２２日から２３日、再募集合格者発表が３月２

３日から２４日にそれぞれ変更になりますの

で、お知らせいたします。 

 以上でございます。 

 

■生涯学習課長 

 口頭で、失礼いたします。生涯学習課所管の

公会堂、図書館、歴史民俗資料館、大空ひろば

が、新型コロナウイルス感染症の感染防止の観

点から、１月２４日から当初２月２８日まで休

館となっておりましたが、更に延長されまして、

３月７日月曜日までの休館とさせていただい

ておりますので、お知らせいたします。どうぞ、

よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

 

■山内教育長 

 その他、委員の皆様に報告する事項がござい

ましたらお願いします。 

 （「なし。」と声あり） 

 それでは、ただ今の、その他の報告事項に対

して、委員の皆様から、ご質問等がございます

か。 

 

■黒沢委員 

 ２ページのＰＣＲ検査キットについて、例え
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ば念のため検査の場合、結果が出るまでは、外

出を控えるとか、他の方との接触を控えるなど

保健所からの指示があるかと思いますが、今回

の不安解消等の目的で検査を受ける場合は、結

果が出るまでの行動制限があるのでしょうか。 

 

■教育総務課長 

 今考えておりますのは、検査をした場合は、

個別で検体を検査センターに送っていただき、

検査結果が出るまでは、２日から３日位かかる

と聞いています。その間、当然発熱等があれば

待機していただく形をとりますし、検査の後、

結果が出るまでは、自粛していただくように、

今は考えております。 

 以上でございます。 

 

■山内教育長 

 その他、ご質問等ございませんか。 

（「なし。」と声あり） 

 ないようですので、その他については、終わ

ります。  

 最後に委員の皆様から委員会の事業等につ

いて、確認やご意見・ご感想等をいつもの順番

でお願いします。 

 

■松森委員 

 昨日から、天気が大荒れで雪かきに追われて

いた２日間でしたが、中学校の玄関付近を男の

子たちが先生と一緒に雪掻きをしていました。

私は部活ごとや学年ごとに当番制でやってい

るのかなと思いましたが、生徒指導部のお便り

で、「手伝います。」と言ってくれた有志ある子

供たちがやってくれていると書いてあるのを

見て、とても心が温かくなりました。今朝も地

域の方がごみ収集箱の中のごみをいったん出

し、その中の雪掻きをしている姿を拝見し、三

沢市の人は大人も子供も素晴らしい人が多い

と思い、また心が温かくなりました。 

先日の給食では受験生応援メニューありが

とうございました。とても美味しかったと言っ

ていました。受験に向かって頑張っている子供

たちがほっとするひと時だったのではないで

しょうか。オリンピックの坂本花織選手が銅メ

ダルを取った時に、皆の力で乗り越えられたと

いう言葉を聞いて私はすごく感動しました。坂

本選手の結果も受験の結果も個人に与えられ

たものだと思っていましたが、教育委員会の皆

さんが先陣を切って新型コロナウイルス感染

症の対応をしてくださったり、給食センターの

皆さんが食事のサポートをしてくださったり、

受験は団体戦だと思いました。いつも子供たち

を支えてくださって有難い気持ちでいっぱい

になりました。これからもどうぞよろしくお願

いします。 

以上です。 

 

■本江委員 

 新型コロナウイルス感染の影響で、大変忙し

い中、この様な企画をしてくださって、大変あ

りがとうございます。その成果が子供たちの

色々なところに出てきているような気がしま

す。大変な中も教育委員会の方々が中心となっ

て、サポートしてくださっているわけですが、

英検を例にとると、多分中学３年生で英検合格

者がこんなにいる市町村は余りないと思いま

す。このように、給食にしても皆が応援してく

れているということを子供たちがわかってい

て、皆が後押ししてくれているので、子供たち

自身が力を付けられると思います。 

朝のごみ捨ての事ですが、ランドセルを背負

ってごみを運んでいる姿を見てびっくりしま

した。そして、きちんと捨てている姿を見ると、

逆に子供たちから大人が教わっているような

感じがして、お互いに調和がとれていて、私も

心が豊かになりました。 

 以上です。 

 

■黒沢委員 
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 本日は、教育振興基本計画の進捗状況を丁寧

にご説明いただきました。この「ＭＩＳＡＷＡ

の今と未来をつくる人づくり」というテーマに

ついて、最初、今と未来というのはとても大切

だとお話したことを覚えています。子供たちは

今が楽しくなければ、未来に希望が持てません

し、未来が明るくなるためには大人の役割が必

要になります。そのバランスの取れた教育体制

が培われて、この基本計画の中に組み込まれて

いると思いました。幼児教育も、とても目まぐ

るしく変化しておりまして、今の市の教育振興

基本計画は、幼稚園が対象になっていますが、

今後は子ども家庭庁の設立や、かけ橋プロジェ

クトの進行によっては幼児教育の括りになり、

幼稚園だけでなく、保育所や認定こども園もそ

の役割を担っていくことになります。計画は令

和６年度までになっていますが、状況に応じて、

また国の方針に応じて、内容を変更するなど対

応していただけたらと思います。 

また、この新型コロナウイルス感染症もこの

様な状況になるなんて思っていませんでした。

でも、コロナ禍であっても充実した事業であり、

今年度もまた、期待が膨らんだ報告をいただい

たと思っております。ありがとうございます。 

 以上です。 

   

■立花委員 

 昨日は、非常に大荒れの天気で、学校は、ど

うするのかと、外を見ながら考えていました。

ちなみに臨時休校は、学校の判断で行うのか、

それとも教育委員会の伺いを立ててから、休校

にするのか。確認したいと思います。 

 

■教育総務課長 

 昨日のような、防風雪警報の場合は、基本的

には、状況を見て、学校判断になります。教育

委員会が指示を出す場合は、はよっぽどのこと

でなければありません。今回の場合は学校の判

断によるものでございます。 

 以上です。 

 

■立花委員 

 確かに、北の方はスクールバスなので、多少

は安心ですが、事故が起きれば非常に心配です。 

教育委員会でも、安全第１に考え、指導をよろ

しくお願いします。 

 以上です。 

 

                   

○閉会 

  

■山内教育長 

 それでは、ここで暫時休憩をして、非公開審

議のため、別室へ移動をお願いします。 

  

 ３月定例会の日程ですが、３月２４日木曜日、

午後２時に開催したいと考えておりますが、い

かがでしょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議ございませんので、３月定例会は、３

月２４日木曜日、午後２時からといたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

  

                   

 

休 憩  １５時１０分 

 

再 開  １５時１５分 

 

 

 教育長室において、議案第２６号 令和４

年度教職員人事についてを審議し、原案のと

おり承認された。 

 

 

                   

  

閉  会  １５時３１分 
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■会議録署名者 

 

 教育委員  立 花   肇 

 

 教育委員  黒 沢 まゆみ 

 

 書  記  今 村 多美代 

  


